
        

 

 

        

９月３０日 高嶺山 1599ｍ 

（たかねやま）メンバー：水野（L）・織田・市橋・伴

野・柴橋・水谷・中村・畑中 

 

▲道の駅平谷を予定より 30 分程度遅めの出発。

淡々と続くつづら折りの登山道に苦労するも、時

折吹く爽やかな秋風に癒されつつ 1 つ目のピー

ク長者峰（1,574ｍ）に到着。360°のパノラマ

を堪能し、本日の

目的地の高嶺山

（1,599ｍ）に

向かい、予定時間

の 12 時に到着。

上空を気持ち良

さそうに舞うパ

ラグライダーを 

 

 

見ながら昼食休憩

をとり、14 時 40

分道の駅平谷駐車 

 場に全員無事下山。 

  今回 8 名と久々に 

 大人数参加の山行

となり、賑やかな

山行が楽しめた。

ちなみに崩落に

より通行止めと

なっていた長者

峰までの車道も

現在は開通して

いる様子でした。 

——記録：水野 

           令和 5 年 10 月５日 
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熊に襲われ１か月の大けが——上高地 

▲9 月 27 日、河童橋から 7～800ｍ上流の梓川

右岸を一人で歩いていた韓国人の男性 39 歳がク

マに襲われ頭を引っかかれて 全治 1 か月の大け

がをした。これを受けて環境省は小梨平のキャン

プ場を利用禁止、明神池までの梓川右岸遊歩道を

閉鎖した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

▲秋山はいい。穂高では 9 月にナナカマドが色 

づく。風は爽やか、低山の木々も色づき、葉を落

とし明るくなる。一方で、危うさも秘めている。

スズメバチが飛び交う。蜂は黒いものへ寄ってく

る。黒ずくめの衣装は要注意。暑さと寒さへの備

え、汗や雨で濡れると低体温症が怖い。綿の下着

はご法度、速乾性の下着、ゴアテックスなどの雨

具が必須。手軽な防寒着を持参すること。日が短

く山道はすぐに暗くなる。ヘッドランプは必携。

低山は樹木で見通しが悪く、獣道や山菜取り、山

仕事など枝道も多く、単独山行は特に道迷いによ

る遭難事故が多い。十分な注意を！ —— 織田 


